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に
つ
い
て
は
、「
み
ん
な
が
歴

史
・
文
化
を
大
切
に
し
、
誇
り

と
愛
着
の
も
て
る
魅
力
あ
る
ま

ち
」
を
こ
の
地
区
の
ま
ち
の
将

来
像
に
掲
げ
、
次
の
三
つ
の
視

点
か
ら
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

一
つ
目
の
歴
史
を
感
じ
る
風

景
づ
く
り
の
視
点
か
ら
は
、
和

の
趣
の
要
素
を
取
り
入
れ
、
色

彩
等
に
配
慮
す
る
も
の
で
、
空

間
の
連
続
性
や
ま
と
ま
り
の
あ

る
街
な
み
形
成
の
誘
導
を
図
る
。

二
つ
目
の
回
遊
性
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
の
視
点
か
ら
は
、
蔵
前

通
り
等
に
お
け
る
舗
装
材
の
工

夫
や
電
線
類
の
地
中
化
を
進

め
、
ま
た
、
史
跡
等
の
あ
る
公

園
で
は
、
そ
の
歴
史
を
生
か
し

た
し
つ
ら
え
を
目
指
し
、
沿
道

の
街
な
み
や
地
域
資
源
を
引
き

景
観
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
平
成
二
十
六
年
四
月
に
藤

沢
市
街
な
み
百
年
条
例
を
施
行

し
た
。
旧
東
海
道
藤
沢
宿
周
辺

は
、
ま
ち
づ
く
り
の
機
運
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

条
例
に
基
づ
く
街
な
み
継
承
地

区
に
位
置
づ
け
、
街
な
み
継
承

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
旧

東
海
道
藤
沢
宿
街
な
み
継
承
地

区
（
案
）
と
し
て
と
り
ま
と
め

た
。

　

指
定
す
る
区
域
は
、
遊
行
寺

東
側
の
江
戸
見
附
跡
か
ら
、
藤

沢
本
町
駅
西
側
の
京
見
附
跡
ま

で
の
一
・
四
㌔
㍍
区
間
を
軸
に
、

歴
史
や
文
化
を
伝
え
る
地
域
資

源
を
包
含
す
る
約
六
十
一
㌶
の

エ
リ
ア
で
あ
る
。

　

街
な
み
継
承
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

旧
東
海
道
藤
沢
宿
街
な
み
継
承
地
区（
案
）

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

子ども文教

子
ど
も
の
い
じ
め
防
止
条
例（
中
間
報
告
）

子
ど
も
文
教
・
総
務
連
合
審
査
会
を
開
催

　

建
設
経
済
常
任
委
員
会
は
、

十
二
月
四
日
に
開
催
さ
れ
、
議

案
二
件
、
陳
情
一
件
を
審
査
し

た
。
そ
の
結
果
、
議
案
は
全
て

可
決
す
べ
き
も
の
、
陳
情
は
趣

旨
不
了
承
と
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
①
旧
東
海
道
藤
沢
宿

街
な
み
継
承
地
区
（
案
）
②
藤

沢
市
営
競
輪
に
係
る
今
後
の
方

向
性
③
「
さ
が
み
ロ
ボ
ッ
ト
産

業
特
区
」
今
後
の
藤
沢
市
の
取

組
（
案
）

｜
以
上
三
件
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
た
。

〇
旧
東
海
道
藤
沢
宿
街
な
み
継

承
地
区
（
案
）
に
つ
い
て

　

〈
市
の
説
明
〉

　

本
市
は
、
藤
沢
市
市
政
運
営

の
総
合
指
針
２
０
１
６
の
重
点

方
針
に
基
づ
き
、
歴
史
的
、
文

化
的
な
資
産
の
保
全
、
継
承
と

　

子
ど
も
文
教
常
任
委
員
会
は
、

十
二
月
一
日
と
八
日
に
開
催
さ

れ
、
ま
た
、
子
ど
も
文
教
常
任

委
員
会
・
総
務
常
任
委
員
会
連

合
審
査
会
が
、
十
二
月
八
日
に

開
催
さ
れ
た
。

　

十
二
月
一
日
の
委
員
会
で
は
、

総
務
常
任
委
員
会
に
対
し
、
連

合
審
査
会
の
開
催
を
申
し
入
れ

る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

総
務
常
任
委
員
会
で
の
申
し

入
れ
の
同
意
を
受
け
て
、
八
日

に
、
ま
ず
連
合
審
査
会
を
開
催

し
、（
仮
称
）
藤
沢
市
子
ど
も

の
い
じ
め
防
止
条
例
の
検
討
状

況
（
中
間
報
告
）
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
、
委
員
会
を
開
催
し
、

議
案
一
件
、
陳
情
一
件
を
審
査

し
た
。
そ
の
結
果
、
議
案
は
可

決
す
べ
き
も
の
、
陳
情
は
趣
旨

不
了
承
と
決
定
し
た
。
ま
た
、

①
藤
沢
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本

計
画
の
見
直
し
②
（
仮
称
）
天

神
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
整
備
等
③

藤
沢
市
民
オ
ペ
ラ
の
今
後
の
方

建設経済
立
て
る
公
共
空
間
の
創
出
を
図

る
。
三
つ
目
の
地
域
資
源
の
保

全
の
視
点
か
ら
は
、
歴
史
的
建

造
物
の
保
全
及
び
修
景
等
に
必

要
な
費
用
の
一
部
の
補
助
を
行

い
支
援
す
る
。

　

今
後
は
二
十
七
年
三
月
に
街

な
み
景
観
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
、
同
年
四
月
一
日
の
指
定
を

予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
街
な

み
継
承
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す

る
取
り
組
み
に
加
え
て
、
商
業

活
性
化
の
た
め
の
（
仮
称
）
街

な
み
継
承
地
区
魅
力
向
上
店
舗

育
成
事
業
な
ど
に
も
取
り
組
む

と
と
も
に
、
二
十
八
年
度
中
に

（
仮
称
）
ふ
じ
さ
わ
宿
交
流
館

の
開
設
を
目
指
し
て
い
く
。

〇
「
さ
が
み
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
特

区
」
今
後
の
藤
沢
市
の
取
組
（
案
）

に
つ
い
て

　

〈
市
の
説
明
〉

　

本
市
は
、
さ
が
み
ロ
ボ
ッ
ト

産
業
特
区
の
対
象
区
域
に
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
先
進
的
な
取
り
組

み
の
効
果
等
を
踏
ま
え
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
の
ロ
ボ
ッ
ト
の

活
用
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
適

用
に
つ
い
て
検
討
を
開
始
し
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
活
用
に
お
け
る
先
進

都
市
を
目
指
し
、
そ
の
基
盤
づ

く
り
と
し
て
、
次
の
四
つ
の
テ

ー
マ
で
構
成
さ
れ
た
「
ロ
ボ
ッ

ト
産
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
制
度
化
し
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。

  

一
つ
目
の
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
企

業
の
誘
致
に
つ
い
て
は
、
ロ
ボ

ッ
ト
関
連
事
業
の
企
業
立
地
等

に
係
る
税
制
上
の
支
援
措
置
等

を
拡
充
す
る
。

　

二
つ
目
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
普
及

啓
発
・
人
材
育
成
等
の
推
進
に

つ
い
て
は
、（
仮
称
）
ふ
じ
さ

わ
ロ
ボ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開

催
や
平
成
二
十
六
年
十
二
月
に

湘
南
Ｃ
―
Ｘ
（
シ
ー
ク
ロ
ス
）

に
開
設
予
定
の
さ
が
み
ロ
ボ
ッ

ト
産
業
特
区
に
お
け
る
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
普
及
拡
大
拠
点
に
お
い

て
、
ロ
ボ
ッ
ト
展
示
ス
ペ
ー
ス

の
運
営
等
を
行
う
。

  

三
つ
目
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
社
会

実
装
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
生

活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
証
実
験

等
に
対
し
、
場
の
提
供
や
誘
導

を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
の
ロ

ボ
ッ
ト
利
用
促
進
の
た
め
、
ロ

ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
Ｈ
Ａ
Ｌ
の
着
用

訓
練
費
の
助
成
対
象
を
拡
大
す

る
。

　

四
つ
目
の
市
内
企
業
へ
の
ロ

ボ
ッ
ト
関
連
製
品
開
発
の
促
進

に
つ
い
て
は
、
商
工
会
議
所
の

会
員
等
を
対
象
と
し
た
先
端
ロ

ボ
ッ
ト
等
見
学
会
の
開
催
や
、

ロ
ボ
ッ
ト
産
業
に
挑
戦
す
る
市

内
企
業
の
試
作
・
開
発
等
に
対

す
る
助
成
制
度
を
創
設
す
る
。

　

今
後
は
二
十
七
年
四
月
か
ら

順
次
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
す

る
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
支
援

は
、
二
〇
二
五
年
問
題
等
の
全

庁
的
な
検
討
と
一
体
的
に
制
度

の
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

向
性
④
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
の
本
格
施
行
に
向
け
た

準
備
状
況
等
⑤
保
育
所
整
備
の

状
況
及
び
公
立
保
育
所
の
土
曜

日
開
所
時
間
の
変
更
⑥
藤
沢
市

教
育
振
興
基
本
計
画
の
改
定
素

案
⑦
教
育
委
員
会
制
度
の
改
正

⑧
学
校
生
活
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
⑨
平
成
二

十
六
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
の
結
果

｜
以
上
九
件

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

〇
（
仮
称
）
藤
沢
市
子
ど
も
の

い
じ
め
防
止
条
例
の
検
討
状
況

に
つ
い
て
（
中
間
報
告
）　

　

〈
教
育
委
員
会
の
説
明
〉

　

平
成
二
十
五
年
九
月
に
い
じ

め
防
止
対
策
推
進
法
が
施
行
さ

れ
、
本
市
と
し
て
も
い
じ
め
防

止
施
策
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、

子
ど
も
の
い
じ
め
防
止
条
例
の

制
定
に
向
け
素
案
を
ま
と
め
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
前
文
と
条
文

十
条
か
ら
構
成
さ
れ
、
親
し
み

や
す
い
表
現
を
用
い
、
前
文
に

市
民
憲
章
の
制
定
趣
旨
を
盛
り

込
む
と
と
も
に
、
い
じ
め
を
「
し

な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」

社
会
を
目
指
す
こ
と
を
明
示
し

た
。

　

条
例
の
基
本
理
念
で
は
、
い

じ
め
は
子
ど
も
の
人
権
を
侵
害

し
、
心
身
の
健
全
な
成
長
と
人

格
の
形
成
に
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
行
為

と
明
記
し
、
市
、
学
校
、
保
護

者
及
び
市
民
等
が
相
互
に
連
携

し
、
い
じ
め
と
、
い
じ
め
を
生

じ
さ
せ
る
問
題
の
解
決
を
目
指

す
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
子
ど
も
」
を
主
に

市
内
の
小
・
中
・
高
等
学
校
及

び
特
別
支
援
学
校
に
在
籍
す
る

者
と
し
、「
い
じ
め
」
を
心
身

の
苦
痛
を
感
じ
て
い
る
場
合
の

ほ
か
、
当
該
行
為
に
気
づ
い
た

と
き
に
心
身
の
苦
痛
を
感
じ
る

場
合
と
定
義
し
て
い
る
。

　

今
後
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
結
果
等
を
踏
ま
え
、
藤
沢

市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議

会
等
に
お
い
て
最
終
案
の
検
討

を
行
い
、
二
十
七
年
四
月
の
施

行
に
向
け
、
同
年
二
月
議
会
に

（
仮
称
）
藤
沢
市
子
ど
も
の
い

じ
め
防
止
条
例
（
案
）
を
上
程

す
る
予
定
で
あ
る
。

街なみ継承地区 区域図（案）

〇
厚
木
飛
行
場
周
辺
の
80
Ｗ

及
び
75
Ｗ
地
域
に
所
在
す
る

住
宅
に
つ
い
て
、
空
母
艦
載

機
が
岩
国
基
地
に
移
駐
す
る

ま
で
に
防
音
工
事
の
助
成
対

象
と
す
る
こ
と
を
求
め
る
意

見
書

　

現
在
、
厚
木
飛
行
場
周
辺

の
告
示
後
住
宅
に
対
す
る
防

音
工
事
は
、
昭
和
六
十
一
年

九
月
十
日
に
告
示
さ
れ
た
住

宅
防
音
工
事
対
象
区
域
内
の

85
Ｗ
地
域
に
所
在
し
平
成
十

八
年
一
月
十
七
日
ま
で
に
建

て
ら
れ
た
住
宅
が
助
成
対
象

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
外

郭
防
音
工
事
に
つ
い
て
は
、

同
区
域
内
の
85
Ｗ
地
域
に
所

在
す
る
住
宅
と
、
平
成
十
八

年
一
月
十
七
日
の
告
示
に
よ

り
拡
大
し
た
80
Ｗ
及
び
75
Ｗ

地
域
に
所
在
す
る
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
の
集
合
住
宅
が

助
成
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
い
ず
れ
の
工
事

も
進
捗
状
況
は
き
わ
め
て
遅

く
、
現
在
の
予
算
規
模
で
は
、

空
母
艦
載
機
の
岩
国
基
地
移

駐
ま
で
に
完
了
す
る
見
通
し

は
な
い
。
さ
ら
に
、
岩
国
基

地
移
駐
後
は
騒
音
が
軽
減
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
厚
木
飛
行

場
周
辺
に
お
け
る
第
一
種
区

域
は
縮
小
の
方
向
に
向
か
う

と
想
定
さ
れ
、
80
Ｗ
及
び
75
Ｗ

地
域
に
所
在
す
る
告
示
後
住
宅

の
防
音
工
事
及
び
住
宅
の
外
郭

防
音
工
事
を
助
成
対
象
と
し
な

い
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。

　

80
Ｗ
及
び
75
Ｗ
地
域
に
所
在

す
る
告
示
後
住
宅
を
防
音
工
事

の
助
成
対
象
と
し
な
け
れ
ば
、

受
忍
限
度
を
超
え
る
騒
音
被
害

に
苦
し
む
住
民
を
区
別
す
る
こ

と
に
も
な
り
、
公
平
な
対
応
と

は
言
え
な
い
。
ま
た
、
外
郭
防

音
工
事
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ま

で
の
部
屋
単
位
に
よ
る
防
音
工

事
の
閉
塞
感
を
取
り
除
く
と
い

う
創
設
理
念
を
鑑
み
れ
ば
、
85

Ｗ
地
域
に
と
ど
ま
ら
ず
80
Ｗ
及

び
75
Ｗ
地
域
へ
と
継
続
し
て
い

か
な
け
れ
ば
公
平
な
対
応
と
は

言
え
な
い
。
よ
っ
て
、
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
昭
和
六
十
一

年
九
月
十
日
告
示
の
住
宅
防
音

工
事
対
象
区
域
内
の
80
Ｗ
及
び

75
Ｗ
地
域
に
所
在
す
る
告
示
後

住
宅
の
防
音
工
事
並
び
に
同
区

域
内
の
80
Ｗ
及
び
75
Ｗ
地
域
に

所
在
す
る
住
宅
の
外
郭
防
音
工

事
に
つ
い
て
、
岩
国
基
地
移
駐

ま
で
に
助
成
対
象
と
す
る
こ
と

を
要
望
す
る
。

〇
国
会
に
お
け
る
憲
法
論
議
の

推
進
と
国
民
的
議
論
の
喚
起
を

求
め
る
意
見
書

　

日
本
国
憲
法
は
、
昭
和
二
十

二
年
五
月
三
日
の
施
行
以
来
、

国
民
主
権
、
平
和
主
義
、
基

本
的
人
権
の
尊
重
の
三
原
則

の
も
と
、
我
が
国
の
発
展
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
。
こ
の
三
原
則
こ
そ
、
現

憲
法
の
根
幹
を
な
す
も
の
で

あ
り
、
今
後
も
堅
持
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一
方
、
現
憲
法
は
、
今
日

に
至
る
ま
で
の
約
七
十
年
間
、

一
度
の
改
正
も
行
わ
れ
て
お

ら
ず
、
こ
の
間
、
我
が
国
を

め
ぐ
る
内
外
の
諸
情
勢
に
大

き
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ

と
に
鑑
み
れ
ば
、
憲
法
に
つ

い
て
も
、
直
面
す
る
諸
課
題

か
ら
国
民
の
安
全
を
確
保
し
、

福
祉
の
向
上
を
図
る
内
容
で

あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
会
で
も
、

平
成
十
九
年
の
日
本
国
憲
法

の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律

の
成
立
に
伴
い
、
憲
法
審
査

会
が
衆
参
両
議
院
に
設
置
さ

れ
、
憲
法
論
議
が
始
め
ら
れ

て
い
る
。
憲
法
は
国
家
の
基

本
規
定
で
あ
り
、
そ
の
内
容

を
国
会
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

主
権
者
で
あ
る
国
民
が
幅
広

く
議
論
し
、
そ
の
結
果
が
反

映
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
よ

っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
対

し
、
日
本
国
憲
法
に
つ
い
て
、

国
会
に
お
い
て
活
発
か
つ
広

範
な
論
議
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
国
民
的
議
論
を
喚
起

す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

（
以
上
、
要
旨
を
掲
載
）

常任委員会の動き

意
見
書

２
件
を
国
会
等
に
提
出


